
令和４年３月定例会  
 
 
 

予算委員会 

全体会会議録 
（現年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２月２５日（金） 
 



－1－ 

令和４年第１回 予算委員会会議録  

 

○日 時  令和４年２月２５日（金）  

○場 所  議会棟２階 議場  

○付議事件 議案第１号 令和３年度防府市一般会計補正予算（第７号）  

────────────────────────────────────── 

○出席委員（２４名）  

委員長          曽我 好則  

副委員長         吉村 祐太郎  

委員           青木 明夫 

委員           石田 卓成 

委員           今津 誠一 

委員           牛見  航 

委員           宇多村史朗 

委員           梅本 洋平 

委員           河杉 憲二 

委員           河村  孝 

委員           久保 潤爾  

委員           清水 力志 

委員           髙砂 朋子 

委員           田中 健次 

委員           田中 敏靖 

委員           橋本龍太郎 

委員           藤村こずえ 

委員           松村  学 

委員           三原 昭治 

委員           村木 正弘 

委員           森重  豊 

委員           安村 政治 

委員           山田 耕治  

委員           和田 敏明  

────────────────────────────────────── 



－2－ 

○欠席委員（なし） 

────────────────────────────────────── 

○その他の出席者 

議長           上田 和夫 

────────────────────────────────────── 

○説明のため出席した者（７１名） 

総務部長         熊野 博之 

総務部次長        高橋 光男 

総務部防災監       齊藤  忍（防災危機管理課長兼務） 

人事課長         松村 訓規 

人事課主幹        犬塚 要二 

行政管理課長       磯邉 範子 

財政課長         池田  晋 

課税課長         工藤 康彦 

収納課長         中村 克己 

 

総合政策部長       石丸 泰三 

総合政策部次長      伊藤  忍（庁舎建設室長兼務） 

政策推進課長       松田 伸一 

政策推進課主幹      関屋 拓亮 

デジタル推進課長     小田 至郎 

 

地域交流部長       能野 英人 

地域交流部次長      亀井 幸一 

地域振興課長       北村 康芳 

地域振興課主幹      平田 輝雄 

文化・スポーツ課     栗原  努 

 

議会事務局長       藤井 一郎 

議会事務局次長      廣中 敬子 

 

選挙管理委員会事務局   森田 俊治 



－3－ 

消防長          米本 静雄 

消防本部次長       植木 克己 

消防総務課長       山﨑 泰介 

警防課長         池部 明司 

 

生活環境部長       入江 裕司 

生活環境部次長      金澤  哲 

生活環境部次長      石田 昭二（クリーンセンター所長兼務） 

生活安全課長       原田 一幸 

市民課長         須藤 千鶴 

保険年金課長       柳  仁志 

クリーンセンター所次長  磯邉 陽二 

 

健康福祉部長       藤井  隆 

健康福祉部次長      永松  勉 

高齢福祉課長       吉武 圭典 

高齢福祉課主幹      野島 由美子 

障害福祉課長       岡田 由紀江 

子育て支援課長      桑原 明哲 

子育て支援課主幹     山﨑 貴子 

社会福祉課長       金子  照 

社会福祉課主幹      大場 直美 

健康増進課長       秋重 郁子 

 

教育長          江山  稔 

教育部長         杉江 純一 

教育部次長        石丸 典子 

教育総務課長       尾中 克則 

学校教育課長       山本 純也 

学校教育課主幹      片山 裕美 

生涯学習課長       鰐石  智 

文化財課長        國澤  明 



－4－ 

産業振興部長       白井 智浩 

産業振興部次長      藤井 正明 

農林水産振興課長     嶧田 直朗 

農林漁港整備課長     池田 晶則 

商工振興課長       本間 良寛 

 

土木都市建設部長     石光  徹 

土木都市建設部次長    宮本 松典 

土木都市建設部参事    藤本 英明（河川港湾課長兼務） 

道路課課長補佐      林  一伸 

都市計画課長       野間  敬 

建築課長         山根 浩一郎 

開発建築指導課長     松﨑  豊 

開発建築指導課主幹    鴻野 嘉和 

 

上下水道事業管理者    河内 政昭 

上下水道局次長      野村 利明 

上下水道局参事      竹永 善則（水道課長兼務） 

上下水道局参事      岩本 隆博（下水道課長兼務） 

総務課長         大倉 孝規 

財務課長         伊藤 浩二   

財務課主幹        徳本  修      

────────────────────────────────────── 

○討論に出席した者（１３名） 

教育長          江山  稔 

総務部長         熊野 博之 

総合政策部長       石丸 泰三 

地域交流部長       能野 英人 

生活環境部長       入江 裕司 

健康福祉部長       藤井  隆 

産業振興部長       白井 智浩 

土木都市建設部長     石光  徹 



－5－ 

会計管理者        寺畑 俊孝 

教育部長         杉江 純一 

議会事務局長       藤井 一郎 

消防長          米本 静雄 

上下水道事業管理者    河内 政昭 

────────────────────────────────────── 

○出席書記         秋里 あゆみ 

────────────────────────────────────── 

午前１０時    開会 

○曽我委員長  おはようございます。ただいまから予算委員会を開催いたします。 

 本日執行部については、竹末総務部次長と澁谷道路課長から欠席の届出がございました。

代理として、林道路課課長補佐が出席されますので御報告申し上げます。 

────────────────────────────────────── 

 議案第１号 令和３年度防府市一般会計補正予算（第７号） 

○曽我委員長  昨日の本会議におきまして、当委員会に付託となりました議案第１号令和

３年度防府市一般会計補正予算（第７号）について、お手元に配付しております審査日程

並びに審査要領に基づき審査を行いますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、本案につきましては、去る２月２１日の議会運営委員会において、分科会での審

査を省略することを全会一致で決定しております。したがいまして、本日は採決まで行う

こととなりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これより総務委員会、教育民生委員会、産業建設委員会の各所管順に執行部

の補足説明を求めます。 

 まず、総務委員会所管のうち総務部、総合政策部及び議会の事項について、執行部の補

足説明を求めます。 

 なお、発言は挙手の上、委員長の許可を得た後にお願いいたします。 

○廣中議会事務局次長  おはようございます。議会事務局でございます。 

 議案第１号令和３年度防府市一般会計補正予算（第７号）について、補正予算書にて説

明いたします。 

 補正予算書の３６、３７ページをお願いいたします。 

 上段１目議会費でございますが、決算見込みにより９２５万２，０００円を減額するも

のでございます。 

 議会事務局は以上です。御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○高橋総務部次長  おはようございます。総務部でございます。総務部所管分について御

説明申し上げます。 

 歳入歳出の各費目について、決算見込み等による少額の補正を除く主なものについて、

補正予算書で御説明いたします。 

 最初に、歳入でございます。 

 補正予算書の１２ページ、１３ページをお願いいたします。 

 １款市税につきましては、現年課税分、滞納繰越分ともに実績に基づく収納見込みによ

りそれぞれ補正をしております。 

 主なものといたしましては、上段の１項市民税の２目法人の現年課税分につきまして、

企業業績が当初見込みを上回ったことから１億７，２５５万９，０００円の増額を行うも

のでございます。 

 次に、１４ページ、１５ページをお願いします。 

 下の段の１目地方交付税の普通交付税につきましては、国の交付決定により１１億６，

０６２万２，０００円を増額するものでございます。 

 次に、１８ページ、１９ページをお願いいたします。 

 上段の１目総務費補助金の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につきま

しては、国の追加配分により２億４，２１９万円を増額するものでございます。 

 次に、２６ページ、２７ページをお願いいたします。 

 下の段の１目財政調整基金繰入金につきましては、補正の収支によりまして８億４，

０００万円の減額を計上いたしております。 

 次に、２８ページ、２９ページをお願いします。 

 ３段目の１目繰越金の前年度繰越金につきましては、令和２年度の決算に基づき、

１５億２，２１８万３，０００円を計上いたしております。 

 次に、３０ページ、３１ページをお願いします。 

 中ほどにあります４目違約金及び延納利息の売買契約違約金につきましては、平成

２９年１０月に市営駐車場の土地の一部を売却した際の土地売買契約に定めた指定用途に

供する義務の違反により、支払いのあった違約金４２５万円を計上いたしております。 

 次に、３４ページ、３５ページの９目減収補填債につきましては、税などの歳入状況等

により４億４，０００万円全額を減額するものでございます。 

 次に、その下の１０目臨時財政対策債につきましては、発行可能額の確定によりまして

１億３，０８０万９，０００円の増額を計上するものでございます。 

 歳入は以上でございます。 
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 次に、歳出の各費目について、決算見込み等による少額の補正を除く主なものについて

御説明いたします。 

 ３８ページ、３９ページをお願いいたします。 

 中段の２目人事管理費の職員給与費につきましては、依願退職がありましたので、退職

手当の増額を計上いたしております。 

 次に、４０ページ、４１ページをお願いいたします。 

 中段の８目財政調整基金費の財政調整基金積立金につきましては、令和２年度決算に基

づく繰越金の２分の１相当額、９億６，０００万円及び立木売払収入等を合わせまして

９億６，１２５万２，０００円を増額するものでございます。 

 次の９目減債基金費の減債基金積立金につきましては、国の地方財政対策により措置さ

れた今年度の普通交付税算定額６億３，８６４万２，０００円を含む８億２，８３５万８，

０００円を増額するものでございます。 

 次は、飛びまして９４ページ、９５ページをお願いいたします。 

 下の段の１４款予備費でございますが、今回の補正を収支し、補正後の予備費を２億

１８８万１，０００円といたしております。 

 総務部は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○伊藤総合政策部次長  おはようございます。総合政策部です。引き続きまして、総合政

策部の所管する事項につきまして、主なものを御説明いたします。 

 初めに、３８ページ、３９ページをお願いいたします。 

 ７目庁舎建設費の庁舎建設基金積立金につきましては、基金の運用利子６２万円を減額

するものでございます。 

 その下の庁舎建設事業につきましては、２号館、３号館ほか解体工事の入札差金の減額

をはじめ、修繕料や移設作業委託料の不用分を減額するものでございます。 

 次に、４０ページ、４１ページをお願いいたします。 

 １０目企画費のＵＪＩターン促進事業の移住支援費補助金につきましては、決算見込み

により減額するものでございます。 

 企画経営課管理経費の積立金２億６，０５８万９，０００円のうち１億１，０５８万９，

０００円につきましては、ふるさと振興基金を財源として実施いたしましたプレミアム付

商品券発行事業の完了による残、公益財団法人山口・防府地域工芸・地場産業振興セン

ターの解散に伴う清算金相当額及び預金等の利子をふるさと振興基金に積み立てるもので

ございます。 

 また、残りの１億５，０００万円につきましては、地球温暖化対策やデジタル化など今
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後加速化が求められている施策を推進するための将来への備えとして、令和３年度の中期

財政見通しを上回る収支改善分を、新たに設置する成長再生推進基金に積み立てるもので

ございます。 

 次の学校連携推進事業の共同研究負担金につきましては、決算見込みにより減額するも

のでございます。 

 次に、４２ページ、４３ページをお願いいたします。 

 電子計算機運用管理事業につきましては、委託料や使用料及び賃借料等を決算見込みに

より減額するものでございます。 

 続きまして、４６ページ、４７ページをお願いいたします。 

 住民基本台帳管理業務につきましては、マイナンバーカードの普及促進に係る経費につ

いて、マイナンバーカード交付枚数の見込みに基づきまして、役務費や負担金補助及び交

付金を減額するものでございます。なお、給料につきましては、マイナポイント事業の延

長等により１１４万円を増額するものでございます。 

 次に、５０ページ、５１ページをお願いいたします。 

 中段の表の２目各種統計調査費につきましては、事業費の確定に伴い減額するものでご

ざいます。 

 以上で歳出を終わりまして、続いて歳入の御説明に移ります。 

 ページを戻りますが、１８ページ、１９ページをお願いいたします。 

 １目総務費補助金、２節戸籍住民基本台帳費補助金のうち、マイナンバーカードの普及

促進事業に関するものにつきましては、歳出の増減に伴って補正をするものでございます。 

 次に、２２ページ、２３ページをお願いいたします。 

 下段の表の１目総務費補助金、１節総務管理費補助金の移住支援対策事業費補助金につ

きましては、決算見込みによる減額を計上いたしております。 

 次に、２４ページ、２５ページをお願いいたします。 

 下段の表の１目総務費委託金、４節統計調査費委託金の経済センサス活動調査委託金に

つきましては、事業費の確定による減額を計上いたしております。 

 最後に、２８ページ、２９ページをお願いいたします。 

 上段の表の６目庁舎建設基金繰入金につきましては、歳出で御説明いたしました庁舎建

設事業の減額に伴って補正をするものでございます。 

 以上で、総合政策部の一般会計補正予算の御説明を終わります。よろしく御審議のほど

お願い申し上げます。 

○曽我委員長  ただいまの補足説明に対する質疑を求めます。 
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○今津委員  まず、３点ばかりちょっと簡単にお尋ねします。 

 まず、１３ページの現年課税分で、企業業績が当初よりもよかったということで、ちょ

っと常識的にはコロナで相当落ち込んだのではないかなというふうな予測がされるところ

ですが、業績がよかったということのその要因については、どのように分析しておられる

んでしょうか。 

○曽我委員長  とりあえず１個１個でいいですか。 

○今津委員  １個ずついこう。 

○工藤課税課長  現年の法人税につきましては、市としてもコロナの関係でかなり減収が

見込まれておりまして、国においてもかなり前年度比、低い見込みを立てておったところ

なんですけど、企業さんのほうがいろいろ決算を打たれる中で、思ったほどコロナの影響

による減収が見られない、例えば、巣籠もり需要ですとか、そういったものもありますし、

運輸関係──巣篭り需要に伴う運輸が好調であったとか、そういったものが企業にとって

好転材料となりまして、結果として企業業績がこちらが想定したものよりも随分よかった

ということで、法人税等も上向いているところでございます。 

○今津委員  それじゃコロナの影響で悪くなったところもあるけれども、逆にそれが幸い

した企業もあったと、相殺すればプラスになったと、こういうことですね。 

○工藤課税課長  そのとおりでございます。 

○今津委員  続いて、３６ページですが、これは議会のほうですが、９２５万２，０００

円減額ということでしたけれども、これは議員の視察等もコロナで全く行きませんでした

し、そういったものが大きなものかなとは思うんですが、大体ちょっとその辺補足説明し

てください。 

○廣中議会事務局次長  議会運営費の旅費につきまして、今津委員がおっしゃられたとお

りに、特別委員会、常任委員会の行政視察がコロナの影響で行われなかったことによる減

額でございます。 

○今津委員  分かりました。では、３０ページですが、市営駐車場の違約金ということで、

指定用途に違反したというような説明でしたけれども、これは、もう少しちょっと詳しく

説明してもらえますか。 

○磯邉行政管理課長  市営中央町駐車場の土地の一部を平成２９年の１０月に学校法人の

ＹＩＣ学院に売却した際に、契約の条件として土地の使用用途をＹＩＣ看護福祉専門学校

の講堂棟の建設用地に指定して、その用途に使い始める日を定めておりましたが、指定期

日を過ぎても講堂棟が建設されなかったため、契約を解除したものでございます。 

 違約金につきましては、土地の売買契約で、違反確認時の土地の時価の１０分の１に相



－10－ 

当する金額の範囲内で市の定める金額ということになっておりましたので、不動産鑑定額

４，２５０万円の１０分の１の４２５万円を相手方から頂いたものです。 

○今津委員  大体分かりましたけれども、それじゃＹＭ何とか、よく分からんけど、

（「ＹＩＣ学院」と呼ぶ者あり）ＹＩＣ、そこが講堂棟を建設する予定だったけれども、

それがされなかったということですが、そのされなかった理由というものは、どういうこ

とだったのかというのは聞いておられますか。 

○磯邉行政管理課長  ＹＩＣ学院様のほうが、以前、別法人の方と進められておられた合

併の見送りの影響もあって、事業計画の変更を余儀なくされたと伺っております。 

○今津委員  了解。 

○和田委員  ４０ページ、４１ページのＵＪＩターン促進事業ですが、これのそれぞれ実

績を教えてください。 

○松田政策推進課長  それぞれということですね。  

 まず、旅費につきましては、これは東京などで開催される移住フェア、こちらに出展を、

職員の出張を予定しておりましたけれども、コロナの関係等で実施ができなかったという

ことで減額をするものでございます。 

 それから、移住支援金のほうにつきましては、当初予算で１，２００万円ほど計上して

おりましたけれども、実績としまして現段階で２名の方、２件移住支援金の交付決定を受

けております。そのほか１件が相談中、もう１件予備ということで、４件の実績を見込ん

で、残りを減額をするというものでございます。 

○和田委員  コロナの関係もあろうかと思いますが、その前からそんなに富んでＵＪＩ

ターンが前に向いているなというような気はしないんですが、これ今後はどういうふうに

かじを切っていくかというお考えは何かありますか。 

○松田政策推進課長  そうですね。おっしゃられるように、ＵＪＩターンの事業、一気に

実績が上がるというものがなかなかないんですけれども、これまでもそうではあるんです

けれども、県のほうですとか、あと県央連携の都市圏域、そういったところでちょっと一

緒になって、まずは山口県に向いてもらうと。その中で防府市のほうをアピールをしてい

って防府市を選んでもらうというような形で連携をして進めていこうということで考えて

おります。 

○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

○三原委員  ３８ページの退職金の依願退職ということでありましたけど、人数と年齢ま

では言えないかもしれませんけど、年代が分かれば教えていただきたいと思います。 

○松村人事課長  退職手当についてお答えいたします。 
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 まず人数でございますが、今回、依願退職の意向が出ているのが８名分で、この金額を

計上させていただいております。年代につきましては、２０代が２名、４０代が５名、

５０代が１名でございます。 

 以上です。 

○三原委員  個人情報だから中身は言えないでしょうね、理由はね。 

 それで、今年度トータルで何人依願退職があったか。 

○松村人事課長  今年度トータルで申し上げますと、１２月補正の時点で４名分増額させ

ていただいております。それと今回８名分で、合計で１２名分の依願退職ということにな

ります。 

○曽我委員長  ほかにございませんか。 

○石田委員  １２、１３ページの先ほどもあった法人税の上乗せですけど、さっき売上げ

がコロナの影響であまり落ちなかったというようなことをおっしゃられたけど、これ僕が

思うには、政府の支出を増やしたので、給付金とか、その辺がかなり財政出動したので、

その分の上積みがかなりあったり、あと補助金、結構出したので、そういうふうな設備投

資とかが進んだというのが主な要因だと思うんですけど、あまり売上げが落ちなかったと

いう認識はどうかなと思ったんですけど、その辺いかがですかね。ちょっと教えてくださ

い。 

○工藤課税課長  まず、３年度当初の法人税の見込み自体を前年に比べてかなり低く見込

んでおりました。それが、そこまで低くなかったということで、元の状態、前年度までは

いきませんけど、それ近くに法人税が戻ったということでございます。 

○曽我委員長  いいですか。ほかにございませんでしょうか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  ないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

 総務部、総合政策部、議会の皆様、お疲れさまでした。 

 ここで執行部入替えのため、暫時休憩いたします。 

午前１０時２５分 休憩 

────────────────────────────────────── 

午前１０時２６分 開議 

○曽我委員長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続きまして、総務委員会所管のうち地域交流部、選挙管理委員会及び消防本部の事項に

ついて、執行部の補足説明を求めます。 

○亀井地域交流部次長  それでは、地域交流部の所管する事項でございます。 
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 一般会計補正予算書の４２ページから４５ページをお開けください。 

 １項総務管理費、１６目地域振興費、１７目国際交流費、２０目スポーツ振興費におい

て補正をお願いしております。ほとんどが新型コロナウイルス感染症の蔓延により諸行事

が中止や延期されたこと、並びに決算見込みによる予算の減額でございます。 

 それでは、主なものについて御説明をいたします。 

 ４２ページ、４３ページを御覧ください。 

 ２段目、１６目地域振興費、１８節負担金補助及び交付金ですが、路線バス運行事業者

の路線ごとの損益が確定したことから、生活バス路線対策費補助金を減額いたしておりま

す。また、離島航路事業者である野島海運の決算が確定し、これに伴い国費が固まったこ

とから、離島航路補助金を減額いたしております。 

 次に、下段、２０目スポーツ振興費、１８節負担金補助及び交付金の防府読売マラソン

大会運営費補助金につきましては、新型コロナウイルス感染症対策として、出場者数を大

幅に絞って大会を開催したことにより、運営費補助金の増額をお願いするものでございま

す。 

 最後に、繰越明許費の補正でございます。補正予算書の１０６ページ、１０７ページを

御覧ください。 

 １段目から３段目まで、青少年科学館設備整備事業、地域交流センター施設整備事業、

体育施設設備整備事業を翌年度へ繰り越すものでございます。いずれも事業関係者との調

整に不測の日数を要しておりまして、コロナの影響で人の手配と部材の調達が難しくなっ

たということでございます。 

 以上で、地域交流部一般会計補正予算の説明を終わります。よろしく御審議のほどお願

い申し上げます。 

○森田選挙管理委員会事務局長  選挙管理委員会事務局でございます。 

 補正予算書４６ページからの３目衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査費及

び４８ページからの５目参議院議員選挙費につきましては、いずれも決算見込みに伴う減

額補正を行おうとするものです。 

 また、歳入の県支出金、選挙費委託金につきましても、併せて減額補正を計上しており

ます。 

 以上でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○植木消防本部次長  続きまして、消防本部所管分につきまして、歳出の主なものから御

説明いたします。 

 補正予算書の８４、８５ページをお願いいたします。 
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 １目常備消防費、消防庁舎管理業務でございますが、消防署南出張所改修工事の差金

３５７万２，０００円を減額するものでございます。 

 続きまして、２目非常備消防費、消防団運営事業でございます。定員と実員の差額によ

る年額報酬の減額、消防団員の退職者数の増加による退職報償金の増額及び消防団安全装

備品整備事業助成金が不採択になったことによる減額、以上合計しまして１００万５，

０００円の増額をお願いするものでございます。 

 続きまして、３目消防施設費、消防水利整備事業でございますが、新小野公民館の敷地

内に設置しました貯水槽設置工事の差金２４万３，０００円を減額するものでございます。 

 同じく、消防車両等整備事業でございますが、はしご付消防自動車の更新に係る入札差

金２３０万５，０００円を減額するものでございます。 

 同じく、消防署東出張所建替事業でございますが、測量と土地購入が次年度実施となり

ましたので、測量設計委託料及び土地購入費合計の６００万円を減額するものでございま

す。 

 歳出については、以上でございます。 

 続きまして、歳入について御説明をいたします。 

 補正予算書の３０、３１ページをお願いします。 

 ３目雑入、消防団員退職報償金受入金でございますが、先ほど歳出でも御説明いたしま

した消防団員の退職報償金の増額により、受入金が２５６万１，０００円の増額となって

おります。 

 同じく、その下の消防総務課雑入でございますが、これも歳出でも御説明いたしました

消防団安全装備品整備事業助成金が不採択になりましたことにより２９万１，０００円の

減額となっております。 

 続きまして、３４、３５ページをお願いいたします。 

 上段５目消防債、消防施設整備事業債でございますが、歳出でも御説明いたしました消

防署東出張所建替事業の実施年度変更による減額や、借入見込みによる減額等によりまし

て１億３，８２０万円の減額となっております。 

 最後になりますが、８ページをお願いいたします。 

 下から５番目、９款消防費、消防署東出張所建設事業でございますが、予定工期での工

事完了が困難な状況であるため１，０００万円の繰越明許費補正をお願いしております。 

 消防本部所管分は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○曽我委員長  ただいまの補足説明に対する質疑を求めます。 

○今津委員  ４３ページの防府読売マラソン大会運営費補助金で、ちょっと理解ができな
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かったんで聞くんですけど、コロナで大会の規模を縮小したということで、そうすれば、

当然、予算減額になってくるのかなと思ったんですけれども、そうじゃないみたいな話だ

ったんで、もう少しちょっと説明してもらえますか。 

○栗原文化・スポーツ課長  文化・スポーツ課でございます。 

 当初、読売マラソンのほうは、コロナの影響もあまりないだろうと、ワクチンの接種に

より安定して３，５００人ぐらいが臨めるのかなという形で今年度の予算を組んでおった

んでございますが、その３，５０ ０人の方の参加料、こちらのほうの見込みが３ ，

５００万円、１人１万円として３，５００万円、これ大きな、事業費の約半分ぐらいを占

めています。大会のほうは、少人数でも大人数でも大会に必要な経費というのはかかるも

のでございますので、その分の約３分の２、８００人程度の参加という形にいたしました

ところ２，５００万円程度の赤が出るというところになっております。 

 うちのほうもいろいろ参加選手の消耗品等を、参加賞とか、ああいったところの削減は

できるんでございますが、圧倒的に事業運営費のほうが足らなくなったというところで、

２，５００万円いろいろ節約をして、その中の１，０００万円まで事業のほうを縮小して

というところで、都合ちょっと１，４００万円の不足分が出たというところになっており

ます。 

 以上です。 

○今津委員  不足が出たということね。分かりました。 

○曽我委員長  今津委員、いいですか。 

 ほかにございませんでしょうか。 

○松村委員  ３１ページですが、消防団員退職報償金受入金です。これ何人分なのか。要

は辞められたということですよね。来年の新しい消防団員の受入体制がどうなっていて、

総数、人数どれぐらいの状態になっているのか教えてください。 

○米本消防長  御質問にお答えいたします。 

 今までに辞めたのが７名、３月３１日で退職予定が１７名でございます。 

 昨年４月１日の時点で３７３名でございまして、令和４年４月１日で３６４名の予定で

ございます。 

 以上でございます。 

○松村委員  以前ちょっとお聞きしたんですけど、ちょっと微減をしている感じですが、

前は何とかかつがつセーフですよとおっしゃってたんですけど、これでも大丈夫ですか。

要は最低はどれぐらい、ちょっと私も忘れた。それも聞いた記憶あるんですが、最低どれ

ぐらいの消防団員を整備しとかにゃいけんというふうに消防署は考えているのか、ちょっ
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と教えてください。 

○米本消防長  お答えいたします。 

 最低といいますか、目標としましては３９０名と前回も申し上げたのですが、なかなか

人数が減っておるということで、これは全国的な問題ということで、本市でも間違いなく

減っておるのは現状でございます。 

 先日の議会でも条例改正を行いまして、今後、報酬とかを拡充していって、増えるよう

な、若者が参加しやすいような環境にはしていきたいと考えておりますが、最低が何人い

ればというのは、なかなか出ないんですけど、できるだけ若い人、長続きする人を加入さ

せていきたい、環境づくりに努めてまいります。 

 以上です。 

○松村委員  最後に要望ですが、人数がもう足りないところですけれども、実際、実稼働

する消防団員、ほとんど出てこられない消防団員の方もいらっしゃると思うんですけど、

そのあたりもしっかり注視していただいて、今後の消防団の整備を行っていただきたいと、

なかなか難しいと思いますけど、応援しておりますので頑張ってください。 

 以上です。 

○石田委員  今の消防団員の定数なんですけど、ちょっと一昔前は、私もそうなんですけ

ど、団受けて落とされたとか、私の場合ちょっと変わっていたから落とされたんでしょう

けど、ただほかにも優秀な若者とかも実際落とされたという話も聞いたことがあるし、ま

た、ほかの方からも、あのやる気満々の方が落とされたと、不採用だったというようなこ

とも聞いたことあるんですけど、今現状、受けに来られたら、なるべく増やしたいという

ことで、いっぱいになっていないということで、全部採られていますかね、ほぼ。よっぽ

ど、体力的な、何かいろいろ問題があれば別でしょうけど、今どのような状況になってい

るか教えてください。 

○米本消防長  お答えいたします。 

 通常、何事もなければ通ります。というのが、以前はその地区ごとで定員がございまし

て、その定員にあぶれている場合には、はじいていたという状況もございましたが、現在

は隣の分団とか、隣接の分団とか、よそでも活躍できるような体制にしておりますので、

今現在で言いますと、まずもって、よっぽどでない限りはということはございません。 

 以上でございます。 

○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

○清水委員  予算書の８４、８５ページの３目の消防設備費の中で、消防署東出張所建替

事業のところで次年度実施というふうに御説明がありました。また、繰越明許費のほうで、
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当初の完成予定が困難になったというふうに御説明があったんですが、東出張所の当初の

完成が困難になったという原因というのを教えていただけますでしょうか。 

○山﨑消防総務課長  御質問にお答えいたします。 

 まず、３年度に山口県の県有地を購入するという予定にしておりましたが、県と協議を

進める中、３年度中に県が国の補助金を返還することが難しいとの見解になりましたので、

払下げができないということから、土地の購入費と測量費、これは減額しております。 

 続きまして、繰越明許についてですが、これは、４年度に県のほうが国への補助金の返

還ができるということなので、そちらのほうに繰越明許として計上します。 

 それと、工事費の繰越明許につきましては、今、土地の造成を行っている途中なのです

が、関係機関、国と県と、公共残土を入れておりますので、その調整がなかなか難しいと

ころがありまして、工事の期間がちょっと延期になりましたので繰越明許費として計上さ

せていただきます。 

 以上です。 

○清水委員  分かりました。 

 それでは、この東出張所の完成予定ですかね。これは、大体どのぐらいを見込んでいら

っしゃるのか、お願いします。 

○山﨑消防総務課長  御質問にお答えいたします。 

 今、「輝き！ほうふプラン」の中では、令和７年度に供用開始ということで、それに向

かって進めておるところでございます。 

 以上でございます。 

○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  ないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

 地域交流部、選挙管理委員会、消防本部の皆様、お疲れさまでした。 

 ここで執行部の入替えのため、暫時休憩いたします。 

午前１０時４３分 休憩 

────────────────────────────────────── 

午前１０時４５分 開議 

○曽我委員長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続きまして、教育民生委員会所管のうち、生活環境部及び健康福祉部の事項について、

執行部の補足説明を求めます。 

○金澤生活環境部次長  生活環境部でございます。私からは、生活環境部所管分につきま
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して、令和３年度防府市一般会計補正予算書により歳出の主なものから御説明申し上げま

す。 

このたびの補正は、そのほとんどが決算見込みによる補正でございます。その他のもの

を含めまして、主なものを中心に御説明いたします。 

 補正予算書４６、４７ページをお願いいたします。 

 上段の１目戸籍住民基本台帳費の住民基本台帳管理業務の電算事務委託料につきまして

は、マイナンバーカード所持者がマイナポータルからオンラインで転出届及び転入予約を

行う転出及び転入手続のワンストップ化事業に対応するため、住民基本台帳システム等の

改修費として８０８万３，０００円を増額補正しております。なお、この事業につきまし

ては、国の補正予算により実施する事業のため、全額を新年度に繰越明許しております。 

 続きまして５０ページ、５１ページをお願いいたします。 

 下段の１目社会福祉総務費でございます。国民健康保険事業特別会計繰出金につきまし

ては、国民健康保険事業特別会計の決算見込みに伴い、８６８万１，０００円を増額補正

しております。 

 続きまして、５２ページ、５３ページをお願いいたします。 

 ４目高齢者福祉費の後期高齢者医療事業特別会計繰出金の７０９万８，０００円の減額

につきましては、後期高齢者医療事業特別会計の決算見込みに伴うものでございます。 

 その下の後期高齢者医療負担金の８９万３，０００円の減額につきましては、山口県後

期高齢者医療広域連合へ納付する事務費負担金の精算に伴うものでございます。 

 ６２、６３ページをお願いいたします。 

 下段の１目保健衛生総務費でございます。と場事業特別会計繰出金の２５２万４,００

０円の減額につきましては、地方債償還金の償還が１年据え置きとなったこと及び額の確

定に伴うものでございます。 

 ６６ページ、６７ページをお願いいたします。 

 ４目環境衛生費でございます。環境衛生推進事業の土砂等処理委託料の２００万円の減

額及びその下の大光寺原霊園管理事業の墓園使用料返還金の４０万円の減額につきまして

は、いずれも決算見込みによるものでございます。 

 ６８、６９ページをお願いいたします。 

 上段の２目塵芥処理費でございます。まず、ごみ収集運搬業務につきましては、いずれ

も入札差金について減額するもので、物品資料等作成委託料につきましては、指定ごみ袋

の製作委託料の２，９５０万円を、自動車につきましては、廃棄物収集用車両の４２万５，

０００円を、機械器具につきましては、デジタル無線の更新費用の２７９万２，０００円
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をそれぞれ減額するものでございます。 

 次に、最終処分場処理業務の改良・改修工事の５５万５，０００円の減額につきまして

は、管理事務所の深井戸水中ポンプ修繕工事の入札差金について減額するものでございま

す。 

 次に、廃棄物処理施設運営事業の施設管理委託料につきましては、新施設の運営業務委

託料は、施設設備の維持管理経費や人件費等からなる固定費とごみ処理料等によって変動

します変動費とに区分されており、そのうち、変動費につきまして、ごみ処理料が当初よ

り減少する見込みとなったことなどから、４００万円を減額するものでございます。 

 次に、歳入についてでございますが、前に戻っていただきまして、１８、１９ページを

お願いいたします。 

 主なものといたしまして、一番上の１目総務費補助金のうち、２節戸籍住民基本台帳費

補助金につきまして、先ほど歳出のところで御説明いたしました転出及び転入手続のワン

ストップ化事業の実施に伴う住民基本台帳システム等の改修経費の計上に伴い、社会保

障・税番号制度システム整備費補助金として３７９万２，０００円を計上しております。 

 以上、生活環境部所管分につきまして御説明いたしました。よろしく御審議のほどお願

い申し上げます。 

○永松健康福祉部次長  健康福祉部でございます。健康福祉部所管分について御説明いた

します。 

 まず、今回の補正では、実績または決算見込みにより算定した額の減額の補正及び令和

２年度事業などの精算に伴う国・県などへの返還金が主なものになりますので、特に説明

が必要な事業の補正について、その主なものを御説明いたします。 

 それでは、補正予算書５２、５３ページをお願いいたします。 

 前ページからの続きの目となりますが、１目社会福祉総務費、右ページ上から４番目、

新型コロナウイルス生活応援事業につきましては、６月議会で補正予算の承認をいただき、

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、市民税非課税世帯の支援として１世帯当たり

１万円分の商品券を配布した事業でございますが、決算見込みにより、郵便料を減額する

ものでございます。 

 次に、その下、福祉施設等従事者激励金支給事業につきましては、医療機関、介護施設、

障害福祉サービス施設、保育所などの新型コロナウイルスの感染リスクのある環境下で業

務に従事されている方１人当たり１万円の激励金を交付したもので、対象者に対する交付

が終わりましたので、実績により減額をするものでございます。 

 次に、同ページ中段、２目人権推進費の右ページ、人権推進事業につきましては、新型
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コロナウイルス感染拡大に伴い研修会などが中止となったため、人権対策事業推進補助負

担金などを減額するものでございます。 

 次に、５４、５５ページをお願いいたします。 

 前ページから続きの目となりますが、４目高齢者福祉費の右ページ、介護保険事業特別

会計繰出金につきましては、介護給付費や地域支援事業の実績と今後の見込みにより減額

するものでございます。 

 次に、同じページ、下段、５目障害者福祉費の右ページ、身体障害者福祉センター外

４施設管理運営事業につきましては、身体障害者福祉センター廊下空調設備工事の完了に

伴い、実績により減額するものでございます。 

 次に、下から２番目、障害者福祉施設等施設整備費補助事業につきましては、華南園及

び心促福祉作業センターの施設改修に対し補助する予定でしたが、国・県補助交付事業に

採択されず、事業を実施されなかったため、全額を減額するものでございます。 

 次に、その下、障害者就労ワークステーション運営事業につきましては、ワークステー

ション事務職員１名が一般就労により退職されたため、報酬等を決算見込みにより減額す

るものでございます。 

 次に、５６、５７ページをお願いいたします。 

 上段、６目社会福祉施設費の右ページ、福祉センター運営業務につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症が拡大した期間、各福祉センターにおける教養講座を中止しましたの

で、決算見込みにより減額するものでございます。 

 次に、その下、宮市福祉センター耐震化事業につきましては、令和４年度の耐震化工事

に向け、実施設計が完了しましたので、実績により減額するものでございます。 

 次に、同じページ、下段、２目子ども・子育て支援費の右ページ、ファミリーサポート

センター運営事業につきましては、国の補正により実施する新型コロナウイルス感染防止

対策に係る経費として、衛生用品等購入のための消耗品費を計上するものでございます。 

 その下、子育て短期支援事業の新型コロナウイルス感染対策事業補助金、次のページの

５８、５９ページの右ページ、上から２番目、病児保育事業の新型コロナウイルス感染対

策事業補助金、１つ飛ばして養育支援訪問事業の消耗品費、その下、子どものための教

育・保育給付事業の新型コロナウイルス感染症対策事業補助金、その下、地域子育て支援

事業の消耗品費及び新型コロナウイルス感染症対策事業補助金につきましても同様に、国

の補正により実施する新型コロナウイルス感染防止対策に係る経費を計上するものでござ

います。 

 次に、同じページ中ほどの、子どものための教育・保育給付事業の保育士・幼稚園教諭
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等処遇改善臨時特例事業補助金につきましては、保育所や幼稚園などに勤務する職員を対

象に、収入の３％程度、月額で９，０００円程度の改善を行う民間保育所・幼稚園などに

対し、必要な費用を補助する経費を計上しております。 

 次に、下から２番目、子育て世帯生活支援特別給付金支給事業につきましては、コロナ

禍の中、低所得のひとり親子育て世帯及び非課税の二人親子育て世帯の支援を実施したも

のでございますが、決算見込みにより減額するものでございます。 

 次に、一番下、子育て世帯臨時特別給付金支給事業の事務委託料、子育て世帯臨時特別

給付金につきましては、子育て世帯に対し、児童１人当たり１０万円相当を昨年末から支

給しておりますが、離婚などで新たに養育者となった方に対しても支給できるよう国の要

綱が改められましたので、その部分の経費の増額をお願いするものでございます。 

 次に６０ページ、６１ページをお願いいたします。 

 下段、５目児童福祉施設費の右ページ、市立保育所管理・運営業務及び市立認定こども

園管理・運営業務につきましては、決算見込みにより会計年度任用職員の人件費に係るも

のを減額するもの、また、国の補正により実施する新型コロナウイルス感染防止対策に係

る経費を計上するものでございます。 

 次に、６２、６３ページをお願いいたします。 

 上段、右ページ、留守家庭児童学級運営事業及び留守家庭児童クラブ事業の消耗品費に

つきましては、国の補正により実施する新型コロナウイルス感染防止対策に係る経費を計

上するものでございます。 

 次に、６４ページ、６５ページをお願いいたします。 

 前ページからの続きの目となりますが、１目保健衛生総務費の右ページ、健康増進課管

理経費につきましては、がん検診情報をマイナポータルと連携するため、健康管理システ

ムの改修経費として電算事務委託料の増額をお願いするものでございます。 

 次に、同ページ下段、２目母子保健対策費の右ページ、一番上の母子保健地域組織育成

支援事業の消耗品費及び下から３番目、子育て世代包括支援センター運営事業の消耗品費

については、国の補正により実施する新型コロナウイルス感染防止対策に係る経費を計上

するものでございます。 

 次に、６６、６７ページをお願いいたします。 

 上段、３目予防費の右ページ、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業につきま

しては、国の方針に基づき、３回目の接種を前倒しするとともに、新たに対象となりまし

た５歳から１１歳の子どもへの接種に係る経費として、予防接種委託料などの増額をお願

いするものでございます。 
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 次に、繰越明許費について御説明いたします。 

 １０６ページ、１０７ページをお願いいたします。 

 下段、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費の生活困窮者自立支援事業で

ございます。新型コロナウイルス感染の影響を踏まえた生活困窮者支援として支援金を支

給するため、６月議会で補正予算の承認をいただきました。当初、国の定めた支給期間が

１１月まででございましたが、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、支給期

間が令和４年６月まで延長されましたので、繰越しをお願いするものでございます。 

 次に、その下、非課税世帯臨時特別給付金支給事業でございます。本事業は、１１月の

国の経済対策において、非課税世帯等に対して１世帯当たり１０万円を給付することが示

されましたことから、この給付金を速やかに支給するため、１２月議会に補正予算を計上

させていただき、承認をいただきました。その後、国から申請期限を令和４年９月３０日

とすることや、国の予算についても繰越しを行うことが示されましたことから、繰越しを

お願いするものでございます。 

 次に、同じページ、２項児童福祉費、２目子ども・子育て支援費の児童福祉施設等感染

症対策事業及び１０８ページ、１０９ページ、一番上の５目児童福祉施設費の児童福祉施

設等感染症対策事業でございます。先ほど歳出の５６、５７ページ、５８、５９ページ、

６０、６１ページ及び６２、６３ページで御説明いたしました国の補正により実施する新

型コロナウイルス感染防止対策に係る事業であるため、今回計上させていただいた関係す

る経費、全額の繰越しをお願いするものでございます。 

 ページを戻っていただきまして、１０６ページ、１０７ページの下から２番目、保育

士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業につきましては、歳出の５８、５９ページで御説

明いたしました保育士などの賃金改善を行うものですが、今回計上させていただいた関係

する経費から２月３月分の改善額を除いた額の繰越しをお願いするものでございます。 

 次に、一番下の子育て世帯臨時特別給付金支給事業につきましては、１２月議会で御承

認いただいた子育て世帯に対し、児童１人当たり１０万円相当を支給しておりますが、国

の要綱が発出され、クーポン券部分の制度設計が整いましたので、主に１２月補正のクー

ポン券部分と今回の歳出の５８、５９ページで御説明いたしました離婚などで新たに養育

者となった方に対して給付する部分を合わせた額の繰越しをお願いするものでございます。 

 次に、１０８ページ、１０９ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、２目母子保健対策費の母子保健感染症対策事業につきま

しては、歳出の６４、６５ページで御説明いたしました国の補正により実施する新型コロ

ナウイルス感染防止対策に係る事業上であるため、今回計上させていただいた経費全額の



－22－ 

繰越しをお願いするものでございます。 

 健康福祉部は以上でございます。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○曽我委員長  ただいまの補足説明に対する質疑を求めます。 

○髙砂委員  御説明ありがとうございました。ページでいいますと５９ページになるんで

すが、概要を併せていただいておりますので、その概要のページで先に質問したいと思っ

ております。 

概要でいいますと５ページにあります子育て世帯臨時特別給付金支給事業のことでござ

いますけれども、概要によりますと、子どもを養育しているものの、離婚等により受給で

きなかった方に対しということで、説明がございます。等というところにどういった例が

挙げられるのか、想定されているのか、いろいろな御配慮が必要な方々のケースがたくさ

んあるんではないかと思っておるんですけれども、この等というところをちょっと御説明

していただければと思います。 

○桑原子育て支援課長  お答えいたします。 

離婚等の部分でございますが、離婚協議中で別居している方でありますとか、いわゆる

ＤＶで避難中の方につきましては、離婚等の手続が取れないということで、このような

方々が対象となっております。 

 以上でございます。 

○髙砂委員  ありがとうございます。本当に大変な思いをされて子育てを頑張っていらっ

しゃる方々がいらっしゃるということで、いろいろな御配慮をいただいていることに感謝

を申し上げたいと思います。 

 それで、今ＤＶ等というふうにお答えがございましたけれども、避難先にいらっしゃる

方でも受けることができるのかということについてお尋ねをいたします。 

○桑原子育て支援課長  避難されているということで、そのような方に対しても当然支給

ができるというような仕組みになっております。 

○髙砂委員  ありがとうございました。この件に関しては、対象者からの申請がしにくい

場面も出てくるかと思います。いろいろな御配慮をしていただいて、漏れがないように、

子どもたちのためにこの大事な給付金が届くように、どうぞよろしくお願いいたします。

ここは要望させていただきます。 

 それからもう１点、ページでいいますと５５ページなんですけれども、障害者就労ワー

クステーションの方、減額、少し出ておりまして、一般就労へというような御説明が先ほ

どあったかと思います。ちょっともう少し詳しく教えていただければと思います。 

○岡田障害福祉課長  ワークステーションで働いていただいていました事務職員の方が



－23－ 

１０月に試験を受けられて、合格されましたので、他の事業所に就職されたということに

なります。 

○髙砂委員  ありがとうございます。やはり成果の一つであろうかと、今お聞きして喜ん

でおります。 

 以上です。ありがとうございました。 

○河村委員  予算書６７ページ、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業、概要の

ほうでは７ページになると思うんですけれども、本市におきましては国の意向を受けまし

て、６か月からワクチン接種ができるということで、接種券なくてもということなんです

けれども、現在の３回目のワクチン接種の状況というのは、どのような形になっているの

か、まずお聞きします。 

○永松健康福祉部次長  現在の状況についてということなのでお答えいたします。 

本市におきましては、１月２６日から個別接種を開始しまして、その後、１月３１日か

ら集団接種を開始してきたところです。現在、集団接種につきましては、ＪＡ会館で平日、

夜間も含め実施し、土日も実施しているところです。それから、週末には各小学校の体育

館二、三校で開設して、各地域に出向いても接種をしているところでございます。 

現在の接種状況につきましては、今日の朝の時点になるんですけれども、２回目を終え

られた高齢者に対する３回目の接種は、接種率でいうと約６４％。全接種対象者の率でい

いますと、約３５％。ゼロ歳から全市民に対する接種率でいきますと、２６％程度となっ

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○河村委員  １８歳から６４歳までの接種率はどうでしょうか。 

○永松健康福祉部次長  １８歳から６４歳の接種対象者に対する接種率については、約

１６％となっております。 

○河村委員  分かりました。市内の医療関係者の方からお話を聞く機会がありまして、今

回、蔓延防止が終了したとかいう気の緩みがあったりとか、あるいは、オミクロン株は重

症化しないんじゃないかというようなお話、また、３回目はモデルナの可能性もあり、副

反応が怖いといったようなお話で、３回目ワクチンを控えるような方が多くいらっしゃる

ような気がすると。その反面、たとえその感染時が重症化じゃなかったとしても、医療の

言葉ではロングコビットというような言い方をするらしいんですけれども、後遺症が２か

月後ぐらいにすごく出て、悩んでいらっしゃる方も結構増えているといったようなことも

お聞きすると、きちんと市民に３回目のワクチン接種の啓発といったものを、もっとしっ

かりと重要性を訴えるべきじゃないのかというようなお話を伺ったんですけれども、今回、
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本市として３回目のワクチン接種、どのような形で啓発を考えていらっしゃるのかお尋ね

いたします。 

○永松健康福祉部次長  啓発についてでございます。啓発につきましては、毎号市広報等

でしっかりお知らせをしておるところでございます。いろんな機会を通じて、これからも

ホームページ等もありますし、市広報等もありますし、様々な機会を通じてしっかり啓発

のほうは行ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○河村委員  ありがとうございます。接種券なしで打てるような形になったりとか、情報

がどんどん日々変わっています。ＳＮＳを使ったり、あるいはホームページを使ったり、

その辺しっかりと丁寧に、打つ判断というのは各個人になるわけなんですけれども、情報

はやっぱりしっかりと提供すべきだと思いますので、そこはお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○牛見委員  同じく６７ページ、５歳から１１歳のコロナワクチン接種について、地方自

治体において、努力義務が外されましたが、５歳から１１歳への接種券の配布について、

本市として現状どのようにお考えかお聞かせください。 

○秋重健康増進課長  お答えいたします。 

 ５歳から１１歳のお子様、対象者７，１００人程度になりますが、これについては、

３月初旬ごろに接種券を皆さんに発送する予定としております。 

○牛見委員  一律配布ということでよろしいでしょうか。 

○秋重健康増進課長  そのように今調整をしております。 

○牛見委員  今現在、全国的に医師や小児科医などからも様々な情報が寄せられて、子ど

もたちのコロナワクチン接種については慎重に行うよう警鐘が鳴らされております。その

声は日に日に増しているところでございます。日本国民の真面目な国民性を考えたときに、

接種券というものが大変影響力の強い行政、地方自治体から一律送付されることは、積極

的な勧奨に当たる可能性が高いということ、そういった可能性の中から全国の自治体の中

でも、まず大阪府の泉大津市、岡山県真庭市など、一律送付を中止している自治体が出て

きております。国からの方針ということで、地方自治体としても進めなければならないと

いう使命感ということは、十分に理解しているところではありますが、努力義務が外され

ていることからも、いま一度、接種券の一律配布の是非も含めて、慎重に判断いただくこ

とを強く要望いたします。 

 以上です。 

○曽我委員長  ほかございませんでしょうか。 
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○松村委員  関連でございますが、先ほど話もあったんですけど、結局、若年層、今

１２歳以上が打てるような状況で、今回は５歳からということですが、実際、周囲に聞い

てみても、あまりワクチン接種されていない人が多いと思うんです。さっきもそういう話

があったと思うんですけど。しかし、今回、オミクロンになって、かなり学校とか保育園

とか幼稚園で出たということで、やはりある程度は子どもの安全性を考えて打たないよう

な親もおると思うんですけど、ある程度やっぱり考えて接種していかにゃいけんじゃない

かなと思っておるんですけども、その辺について、執行部の御見解をまずお聞きしたいな

と思います。 

○秋重健康増進課長  お答えいたします。 

 今、接種券の中には、厚労省のほうから保護者宛て、そしてお子様にも読めるような形

でのパンフレットが作成されております。その中にも、やはりワクチンの副反応のことで

あるとか、それから効果であるとか、そういったところが記載してございますが、やはり

一番初めに書いてある文面の中にも、この説明書をよく読んで、受けられるかどうかを御

検討してくださいというふうになっております。やはり、ワクチン接種については、本当

に強制ではございませんので、その辺は、お子さん、保護者の方、個人のやはり考え方と

いうふうなところもありますので、行政としては、そういった情報を適切に伝えていくと

いうことで、御判断については、保護者の方に慎重に考えていただくというふうに今は考

えております。 

○松村委員  今聞いておりますと、粛々と自己判断でやってくださいという、何かお願い

というよりも、受け手のような感じに聞こえるんですけども、やはり今もう既に数字を見

ますと全国的にも打たない人が２割強、一向に打つ気がないというか、低年齢化するごと

に、やっぱり接種率も落ちているのかなというふうに思います。 

しかし、やはり国がこうやってワクチン接種をしていくという姿勢、これ打たないとや

っぱりどんどんまた増えていくわけで、そういうのも考えますと、粛々とやりながらも、

やはりそういった機運というか、もう少し、みんなで打っていきましょうねみたいな、そ

ういった雰囲気づくりは、僕は必要なんじゃないかなと。でないともう接種率が上がらな

いと、上がらないから結局またオミクロンでもいっぱいかかっている、接種した人もかか

ると言われていますけども、やはり接種した方がいいわけですから、そういった意味では、

今市広報でというような話もありましたが、イオンとか、アルクとか、そういったスー

パーとか人がよく集まる場所に、ちょっとそういった啓発用のポスターを貼ったりとかし

て、今後さらにまだ高齢者でも打っていない人がいっぱいいらっしゃいますので、そうい

う人らが打てるように、子どもたちも安全のためにやっぱり打ったほうがいいですよみた
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いな、そういった雰囲気づくりみたいなのを僕はしたほうがいいんじゃないかなと思って

いるんですけど、その辺の御見解をちょっともう１回お願いします。 

○永松健康福祉部次長  現在、追加接種につきましては、１８歳以上の方が打てるという

ことになっておりますので、１２歳の方は今追加接種の対象ではないということになりま

す。その上で、１８歳以上の方については努力義務もありますので、これらについてはそ

のあたりも考えて、しっかり高齢者のためにも接種をしてくださいと、接種希望される方

は積極的にというような啓発はどんどんやっていくべきだろうというふうに思っておりま

す。ただ、５歳から１１歳の方につきましては、努力義務の規定がございませんので、市

としてもこの部分は早めに接種をとか、積極的に接種を呼びかけるというところまではち

ょっと難しいのかなというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○松村委員  分かりました。少しでも打ってもらえば、子どもについては言いませんけど、

大人で打っていないような人はたくさんいらっしゃるので、やはり市広報だけでのＰＲと

いうのはちょっとなかなか効かないのかなと。だから、違う手段もまた来年度検討してい

ただけたらと思っております。 

 以上です。 

○石田委員  関連なんですけど、今から子どもたちに送付するのに、厚労省のパンフレッ

ト、チラシ同封されるということだったんですけど、これに実際ワクチン接種された後に

死亡しただとか、重症化したよとか、この人数とか割合とか、その確率とか、そういった

もんも書いてあるんですか、ちょっとその辺が気になって。 

○秋重健康増進課長  国のほうの配布されておりますお知らせにつきましては、記載して

ある部分については、ワクチンの副反応でどれぐらいの症状が出たという割合、症状と割

合については記載がありますけども、先ほどおっしゃられました死亡された数とか、そう

いった数については記載はございません。 

○石田委員  分かりました。ちょっと近所の方とかからも、同調圧力に負けて打たせたく

ないけど打たさにゃいけんだろうかと、いろいろ相談も受けていますので、自己判断にな

るんでしょうけど、ちょっとその辺聞いてみたいと思って、なかなか因果関係を医者も認

めてくれんみたいですけど、いろいろあるんでしょうけど、分かりました。 

○和田委員  概要の５ページで、先ほど髙砂委員がおっしゃられた子育て世帯臨時特別給

付金支給事業ですが、先ほど、等というとこの説明をいただいたんですが、複雑な事情を

お持ちの御家庭に支給していくというのは非常にちょっと大変なような気がするんですが、

支給するべき方に確実に行き渡るんでしょうか。お伺いいたします。 
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○桑原子育て支援課長  お答えいたします。児童手当の制度につきましては、ＤＶ等で避

難されている方については、そういったことを配慮しながら、しっかりほかの機関と連携

して、支給をしていきましょうということがございますので、そういった方が漏れがない

ように、しっかり支給していきたいというふうに思っております。 

○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

○田中（健）委員  概要の６ページですけれども、対象施設という形で保育所１７施設、

幼稚園８施設、認定こども園９施設、地域型保育施設３施設というふうに書いてあるわけ

ですが、いわゆる認可外の保育所というのか、それは、この中には含まれていないような

形だと思うんですが、そこは対象にならないんでしょうか。 

○桑原子育て支援課長  お答えいたします。 

今回の事業につきましては、認可外は対象外となっております。 

○田中（健）委員  市の保育所、防府市の直営の、市の職員さんはそれなりの賃金保障が

されとると思うんですが、そこで働く非正規の方、臨時職員、それは対象になるように思

うんですが、それについての対応はどうなっておるんでしょうか。 

○桑原子育て支援課長  市の臨時の会計年度の方につきましては、今回の処遇改善の対象

にはしないということで人事課等ともお話して、そのようなことになっております。 

○田中（健）委員  人事課と話す話じゃなくて、これ国が積極的に進める話ですから、防

府市がそれを不当に何か給与抑制なのか、歳出抑制なのか分かりませんが、対象にしない

というのはちょっとおかしな話じゃないかと思うんですが、どういう協議があったわけで

しょうか。 

○桑原子育て支援課長  市の職員、会計年度の方につきましても、いろいろ検討したとこ

ろでございますが、市の給与水準といいますか、会計年度任用職員さんの水準からいいま

すと、保育士さんであるとかは上の格付けにされておるということで、賃金の処遇のほう

はなされておるということで、今回は、この制度には乗らないということになったところ

でございます。 

○田中（健）委員  ちょっとそれは、会計年度任用職員さんが全般的に低いというのか、

非正規の方が、そういう話であって、それを改善して、国のほうが格差を是正しようとい

う一つの方向でいっているわけですから、民間の保育士さんと、会計年度の市の臨時の正

規でない保育士さんの賃金比べて、民間の保育士さんよりも会計年度の保育士さんが高い

わけですか。高くないと思うんですけど。それを比較されたデータがあるのでしょうか。 

○桑原子育て支援課長  民間の正職員の方との比較は分からないんですが、民間の保育所

の非正規の方よりは給料は高いというふうに認識しております。 
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○田中（健）委員  国のほうがそういう形で事業進めるわけで、それを何か、地方自治体

のほうで高いという形でこの制度に乗らないというのが、ちょっと非常に理解に苦しむと

いうことだけ申し上げておきます。 

○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

○清水委員  関連でお伺いします。今回の保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業な

んですけれど、国の事業が令和４年９月までというふうになっているんじゃないかと思う

んですけど、１０月以降はどのような予算でされていくのでしょうか。 

○桑原子育て支援課長  お答えいたします。 

 １０月以降につきましては、公定価格のほうがその分アップされるようになっておりま

すので、そこでしっかり担保されているということでございます。 

○曽我委員長  ほかございませんでしょうか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  ないようなので、以上で質疑を終結いたします。 

 生活環境部、健康福祉部の皆様、お疲れさまでした。 

 ここで執行部入替えのため、暫時休憩いたします。 

午前１１時３０分 休憩 

────────────────────────────────────── 

午前１１時３１分 開議 

○曽我委員長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続きまして、教育民生委員会所管のうち、教育委員会の事項について、執行部の補足説

明を求めます。 

○石丸教育部次長  教育委員会でございます。教育委員会の所管分について御説明申し上

げます。 

 このたびの補正のうち、実績または決算見込みによる減額補正につきましては説明を省

略させていただき、増額補正について御説明いたします。なお、増額補正につきましては

全て国の補正を利用したものでございます。 

 それでは、令和３年度３月補正案の概要に沿って説明いたします。 

 概要の４ページをお願いいたします。 

 継続費でございます。桑山中学校北校舎長寿命化改良事業につきまして、国の補正予算

を活用することとし、５年度までの継続費を追加しております。 

 次に、概要の１５ページをお願いいたします。 

 小学校費の１目学校管理費の小学校施設整備事業１，０９５万７，０００円並びに中学
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校費、１目学校管理費の中学校施設整備事業２，８６４万３，０００円です。これらは松

崎小学校の屋内運動場のスロープ設置、富海小学校のプールのトイレの水洗化、並びに富

海中学校屋外トイレを建設するものでございます。工事は来年度実施する予定でございま

すので、全額繰越明許費として計上してございます。 

 次に、概要の１６ページをお願いいたします。 

 小学校費の３目学校建設費５，７５８万３，０００円並びに中学校費の３目学校建設費

２，９３９万４，０００円になります。華城小学校並びに牟礼南小学校、牟礼中学校の屋

内運動場の体育器具や照明器具等の落下防止対策工事を実施するものでございます。こち

らも全額繰越明許費として計上しております。 

 次に、概要の１７ページになります。 

 小学校費の３目学校建設費６，７９８万９，０００円でございます。牟礼南小学校の校

舎屋上防水及び外壁改修を実施するものでございます。こちらも全額繰越明許費として計

上しております。 

 次に、概要の１８ページをお願いいたします。 

 中学校費の３目学校建設費６，４０３万円でございます。桑山中学校北校舎長寿命化改

良工事を実施するものでございます。本事業につきましては５年度までの継続費をお願い

しております。 

 概要の１９ページをお願いいたします。 

 保育施設等感染症対策事業一覧 表の下の２欄が該当します。小学校管理業務２ ，

１６０万円並びに中学校管理業務１，２１５万円につきましては、感染症対策のために学

校で必要な保健衛生用品などを購入する経費でございます。こちらは学校規模に応じて金

額が定まっており、児童・生徒数３００人までが９０万円、３０１人から５００人までが

１３５万円、５０１人以上が１８０万円となっております。こちらの事業につきましても、

全額繰越明許費として計上しております。 

 歳出につきましては以上でございます。 

 歳入につきましては、今御説明いたしました事業に対する国庫補助金や市債等を計上し

ております。 

 最後に、繰越明許費でございます。こちらは補正予算書で説明させていただきます。 

 補正予算書の１１２、１１３ページをお願いいたします。 

 教育費、小学校感染対策等支援事業から中学校校舎等防災機能強化事業の６事業につき

ましては、歳出で御説明しましたとおり、国の補正予算に対応した追加事業のため、全額

の繰越しをお願いするものでございます。 
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 最後の社会教育費、まちなか生涯学習推進事業につきましては、文化センターのルルサ

ス防府への一部移転について、関係者との調整に不測の日数を要したため、工事請負費並

びに備品購入費を繰り越すものでございます。なお、現在は改修工事を進めているところ

でございます。 

 説明は以上でございます。よろしく御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○曽我委員長  ただいまの補足説明に対する質疑を求めます。 

○髙砂委員  １点のみ質問をさせていただきます。 

 概要の１５ページの小・中学校の施設整備事業でございますが、富海小のプールのトイ

レの水洗化、また富海中の屋外トイレ建設ということで、これは新設になるんだろうと思

うんですが、屋外トイレも老朽化が大変進んでおりまして改修が求められるところなんで

すけれども、まずは富海中の屋外トイレのことについて、どのくらい市内では進んでいる

のか、それをまずお示しをいただければと思います。 

○尾中教育総務課長  お答えをいたします。 

 富海中学校の屋外トイレにつきましては、昭和５５年に建てられておりまして、築

４１年が経過をしているというところでございます。 

○髙砂委員  ありがとうございます。 

 ほかの小・中学校の屋外トイレの改修率というか、状況というのが分かりましたらお願

いいたします。 

○尾中教育総務課長  ほかの小学校の屋外トイレにつきましては、例えば最近でしたら西

浦小学校もこれも水洗化等に伴いまして改修をいたしております。 

 あと大道小学校では、校舎の改築に伴いまして、これも整備をしておったりとか、あと

玉祖小学校も近年改修をいたしております。そういったことで最近は行っております。 

 以上でございます。 

○髙砂委員  老朽化も進んでいる屋外トイレ、またプールのトイレの水洗化等もしっかり

進めていただけばと思います。 

 以上です。 

○田中（健）委員  概要のほうで１６ページなんですけれども、屋内運動場天井等落下防

止対策事業というふうに書いてあって、対象校が華城小、牟礼南小、牟礼中というような

形で書いてありますが、概要のところの一番上に事業名が示してありますところに、新規

というふうに書いてありますが、天井器具の落下防止というのは前からやっておって、あ

とどこが残っているとかいうようなやり取りをさせていただいたような気がするんですが、

これが新規というのはどういう意味でしょうか。何か今までと違ったものを今度新たにや
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るということでしょうか。これで見る限り、照明器具とか体育器具、バスケットゴールだ

とかそんなものだろうと思うんですが、なぜこれが新規なのか、ちょっと説明をお願いし

たいと思います。 

○尾中教育総務課長  委員御指摘のとおりでございまして、今回計上させていただいてお

ります天井等落下防止対策事業につきましては、従来から継続をしておるものでございま

す。 

 以上でございます。 

○田中（健）委員  ということは、これは新規じゃなくて継続の間違いということですか、

この概要の資料は。 

 いいですか、概要の１６ページのところ、一番上のところに屋内運動場天井等落下防止

対策事業（国補正予算分）と書いてあって、その右側に新規というふうに書いてあるわけ

ですよね。新規事業だから、これまでやらなかったような、何か天井の器具だとかをやる

のかというふうに思って聞いたわけですが、今までと同じことをやるということであれば、

これは継続って直さんといけんと思うんですが、どうでしょうかということです。 

○尾中教育総務課長  大変申し訳ございませんでした、これは継続でございます。 

 以上でございます。 

○田中（健）委員  これ、既に市のホームページに出ていると思われますので、速やかに、

間違えられていることが分かれば、早めに直していただきたいと思います。 

 その隣の校舎等外壁改修事業、これも断続的ではありましたが、これも新規と呼ぶにふ

さわしいものではないような気がするんですが、これは同じように継続ではないでしょう

か。 

○尾中教育総務課長  今回の外壁改修につきましても、近年でしたら松崎小学校の屋内運

動場の外壁改修等も行っておりますので、こちらのほうも継続ということでさせていただ

いたらというように思います。 

 以上でございます。 

○田中（健）委員  分かりました。 

 それで１６ページに戻りますけれども、今回この３校、小学校と中学校を合わせて３校

を工事するということですが、これによってあと残る学校がどのくらいになるのか教えて

いただければと思います。 

○尾中教育総務課長  まず、体育器具のほうにつきましては、今回３校終了いたしまして、

２７棟中１５棟が残ると、それからＬＥＤ等の照明につきましては、２９棟中１４棟があ

と残るということでございます。 
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○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  ないようなので、以上で質疑を終結いたします。 

教育委員会の皆様、お疲れさまでした。 

 ここで執行部入替えのため、暫時休憩いたします。 

午前１１時４５分 休憩 

────────────────────────────────────── 

午前１１時４７分 開議 

○曽我委員長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続きまして、産業建設委員会所管のうち、産業振興部及び土木都市建設部の事項につい

て、執行部の補足説明を求めます。 

○藤井産業振興部次長  産業振興部でございます。産業振興部の所管分について主なもの

を御説明いたします。 

 今回の補正につきましては、そのほとんどが実績または決算見込みに基づく補正でござ

います。 

 それでは、補正予算書の７ページをお願いいたします。 

 最初に、繰越明許費の補正でございます。 

 表の下から５段目の農林水産業費のため池等防災減災対策事業、以下４件及び、一番下

になりますが、商工費の中小企業ＤＸ推進事業について、翌年度へ予算を繰り越すもので

ございます。繰越理由など詳細につきましては１０８ページと１０９ページまでの繰越明

許調書にお示ししております。 

 続きまして、歳出の補正でございます。 

 まず、６８、６９ページをお願いいたします。 

 一番下の２目農業総務費でございますが、１ページめくっていただきまして、７０、

７１ページ、上段の農地集積協力金交付事業でございます。過年度の協力金について、利

用権設定期間中にその賃借が解約され、協力金の一部を県に返還する必要が生じたことか

ら、県返還金を計上いたしております。 

 続きまして、中段の５目農地費の多面的機能支払交付金交付事業の県返還金でございま

すが、農地の転用等により事業対象から外れた農地について、交付金の一部を返還するも

のでございます。 

 次に、歳入の補正でございます。 

 ３０ページ、３１ページをお願いいたします。 
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 ３目雑入の商工振興課雑入でございますが、山口・防府地域工芸・地場産業振興セン

ターが令和４年１月１日に解散し、センターが所有していた財産が防府市へ贈与されるこ

とから、その清算金を補正予算案として計上するものでございます。 

 産業振興部は以上でございます。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○宮本土木都市建設部次長  土木都市建設部でございます。土木都市建設部所管について

御説明いたします。 

 まず、歳出につきまして、国の補正予算に関連して増額するもの及び委託料、工事費等

の決算見込みによる減額、あるいは社会資本整備総合交付金の交付決定額に対応した減額

でございます。 

 それでは、主なものについて御説明申し上げます。 

 補正予算書３８、３９ページをお願いいたします。 

 上段、１項総務管理費、１目一般管理費の建築課管理費につきましては、訴訟に係る弁

護士への相談が発生しなかったことにより減額するものでございます。 

 続きまして、少し飛びますが、補正予算書の７４、７５ページをお願いいたします。 

 下段、１項土木管理費、２目交通安全対策費の道路附属物維持管理事業につきまして、

減額分につきましては、委託料の決算見込みによるものでございます。また、増額分の道

路附属物維持管理事業国補正分につきましては、道路附属物の適正な管理のため、道路附

属物点検及び計画策定につきまして、国の令和３年度補正予算を活用いたしまして１，

５４０万円を増額するものでございます。 

 続いて、予算書同じページになりますが、下段になります。 

 ３目建築指導費、住宅・建築物耐震化促進事業につきましては、耐震診断、耐震改修、

土砂災害対策改修、ブロック塀除去などの申込みが予定より下回ったことから減額するも

のでございます。 

 続いて、予算書７６、７７ページをお願いいたします。 

 下段、２項道路橋りょう費、２目道路維持費、市道維持補修事業国補正分でございます

が、市道の舗装工事について計画的な予防修繕を行うため、国の補正予算を活用いたしま

して８，０００万円を増額するものでございます。 

 続いて、同じページ下段、３目道路新設改良費につきましては、まず減額分についてで

すが、下河内中河内線の施設整備委託料など、決算見込みにより減額するものでございま

す。 

 また、増額分につきましては、予算書の７８、７９ページをお願いいたします。 

 上段、道路整備事業国補正分として、国の補正予算を活用いたしまして４，０００万円
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を増額するものでございます。 

 事業の内訳につきましては、補正予算書の概要版の１１ページをお願いします。 

 四ノ桝三ノ桝線外１路線道路改築事業国補正予算分につきましては、土地購入費及び物

件移転補償費について２，４００万円の増額をするものでございます。 

 続いて、予算概要の１ページめくっていただいて、１２ページをお願いいたします。 

 市道栄町藤本町線道路改良事業国補正予算分につきましては、土地購入費について１，

６００万円の増額をするものでございます。 

 続いて、予算書に戻っていただきまして、７８、７９ページをお願いいたします。 

 中ほど、４目橋りょう維持費、橋りょう維持事業国補正分につきましては、橋りょう補

修設計業務について国の補正予算を活用し、６，８００万円の増額をするものでございま

す。 

 次に、予算書同じページ、中ほど、佐波川睦美橋架替事業につきましては、国が整備を

進めている事業でございますが、取付け道路の施工範囲の変更等のため工事負担金を減額

するものでございます。 

 続きまして、予算書８０ページ、８１ページをお願いいたします。 

 上段、３項河川費、１目河川総務費、緊急自然災害防止対策事業でございますが、主に

環状一号線新田工区の拡幅工事に伴い、普通河川の浚渫を県事業で行うこととなったため

減額するものでございます。 

 同じく予算書同ページですが、中段の４項砂防費、１目急傾斜砂防費、小規模急傾斜地

崩壊対策事業につきましては、県事業縮小により県事業負担金を減額するものでございま

す。 

 続いて、同じページになりますが、下段の５項港湾費、１目港湾建設費、港湾整備事業

につきましても、県事業の減額に伴い、県事業負担金を減額するものでございます。 

 続いて、同じページの下段ですが、６項都市計画費、１目都市計画総務費、空家等対策

事業でございますが、主に負担金補助及び交付金の空き家利活用改修費の申込みが予定よ

り下回ったことから減額するものでございます。 

 続きまして、予算書８２、８３ページをお願いいたします。 

 上段、開発建築指導課管理費、宅地耐震化推進事業国補正予算分につきましては、地震

や大雨による大規模盛土造成地の滑動崩落等の被害を防止し、宅地の安全性を確保する事

業について、国の補正予算を活用して４７０万円を増額するものでございます。 

 次に、同じページ中段、６項都市計画費、２目街路事業費、県街路整備事業でございま

す。県が整備を進めている都市計画道路環状一号線新田工区の事業費変更に伴い、県事業
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負担金を減額するものでございます。 

 続いて、８２、８３ページの下段、７項住宅費、２目住宅建設費につきましては、決算

見込みにより減額するものでございます。 

 次に、歳入でございますが、国庫補助金、県補助金、市債等の関係費目につきましては、

歳出で説明いたしました各事業の決算見込み等により補正をするものでございます。 

 最後に、繰越明許費について御説明をいたします。 

繰越明許費につきましては、１０８ページから１１３ページまでとなります。 

 各事業の繰越理由を右端の欄に記載しておりますが、１１０ページをお願いいたします。 

 事業名に、国補正予算分と明記してあります事業につきましては、国の補正予算により

事業を実施していくものでありますので、翌年度へ繰越しをお願いするものでございます。

また、それ以外の費目につきましては、費目ごとにまとめて事業関係者との調整に不測の

日数を要したこととしておりますが、具体的には地権者との協議や地下埋設物の調査、あ

るいは国からの事業計画の決定の遅れなどの理由により、不測の日数を要しましたことか

ら翌年度へ繰越しをお願いするものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○曽我委員長  ただいまの補足説明に対する質疑を求めます。 

○松村委員  １点だけです。補正予算の概要で１２ページです。 

 栄町藤本町線道路改良事業ですけど、今回は土地購入ですよね、１，６００万円なんで

すけれども、まだ用地買収せんにゃいけんところがようけあるんじゃないかと思ったんで

すけど、これだけじゃ済まないということなんですか、今回は決まったところでこれをや

るのかということ。 

 それとこの道は本当に狭いんですけど、西側のほうに寄って道路工事をされるのか、そ

れとも東側のほうへ寄って道路工事をされるのか。 

 それと来年度予算がついていますけれども、来年度で完工する予定になっているのか、

その３点を教えてください。 

○林道路課長補佐  質問にお答えいたします。 

 まず、初めの用地の件でございますが、南側の用地補償につきましては、現在、更地の

部分につきまして３月補正で用地の取得のほうを進めようと思っております。また、建物

が建っているところにつきましては、補償等もございますので、新年度の予算の計上とい

うことで御審議いただくように考えております。 

 また、道路がどちら側に広がるのかということでございますが、基本的には現道の東側

のほうに道路が広がるというふうに考えております。 
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 完成でございますが、一応Ｒ５年末、令和６年３月で完成いたしまして、Ｒ６年の供用

開始を今目指してやっております。 

○松村委員  了解しました。 

○石田委員  ７０、７１ページ、農業振興費なんですけど、経営体育成支援事業とあとコ

ロナに負けない農業経営実践加速化事業、最初のほうが国事業で次が県事業じゃなかった

かと思うんですけど、それぞれ何件申請があって、何件採択されたかとかその辺教えても

らえますか。 

○嶧田農林水産振興課長  お答えいたします。 

 初めに、経営体育成支援事業につきましては、こちらは国事業でございまして、ビニー

ルハウスや高設栽培施設整備の支援を行うこととしておりましたが、事業主体が国に補助

申請を行いましたが、採択されませんでしたので減額補正をお願いしております。ですの

で採択というか実績はゼロ件でございます。 

 それから、コロナに負けない農業経営実践加速化事業です。こちらにつきましては、当

初７法人の申請を予定しておりましたが、申請が実際にあったのは４法人でございました。 

 以上でございます。 

○石田委員  ありがとうございます。 

 特に国のほうの事業とかについて、最近担い手とかにしっかりと周知をしてくださって

いると思うんですけど、国の補正で出てくる担い手確保経営強化支援事業とか、これより

もっといいやつが、これより半額のやつが出るとこれを利用されると思うんですけど、申

請があったら、これからもしっかり周知してあげてほしいというのが、やっぱり新年度予

算、去年みたいにウンカ対策みたいなの入っていなかったですけど、本当に化学肥料が高

騰して、あと米価も下落して、もう本当にどうしようか、離農しようかどうしようか悩ん

でいる人が物すごく多いので、こういうふうな使えるものは何でも使って、何とかして生

き延びてほしいと思っていますので、これからもしっかり周知してくださいますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

○和田委員  ７３ページですが、漁港海岸堤防等老朽化対策事業なんですが、これはかな

り減額になっていますが、この理由を教えてください。 

○池田農林漁港整備課長  御質問にお答えします。 

 こちらのほうは、国の補助額の縮小によりまして減額になっております。 

 以上でございます。 

○和田委員  分かりました。 

 それと７５ページなんですが、道路附属物維持管理事業ですが、これは調査委託料が減
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額になっていますが、調査そのものができなかったということですか。理由を教えてくだ

さい。 

○林道路課長補佐  質問にお答えいたします。 

 道路附属物維持管理事業の調査委託料が減額になっている件でございますが、一応当初、

国からの内示があり、交付金が割れて入ってきましたので、その分を落としております。 

○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

○村木委員  概要の１３ページなんですけど、橋りょうの補修設計というふうにあるんで

すけど、この点検の仕方とか補修の基準なんかはどうなっているのか、ちょっと教えてい

ただければと思います。 

○林道路課長補佐  質問にお答えいたします。 

 橋りょうの点検につきましては、基本的に国土交通省が出しておりますマニュアルに基

づいて橋りょうの点検を行っております。最初に５年間の長寿命化の計画を立てまして、

その中で点検と橋りょうの設計、設計が終わりまして、すみません、まず点検のところで

判定を行いまして、判定が悪いものにつきましてはその次年度に補修の設計を行いまして、

工事に着手するということでございます。 

 以上でございます。 

○曽我委員長  ほかにございませんでしょうか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  ないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

産業振興部、土木都市建設部の皆様、お疲れさまでした。 

 １２時になりましたけど、このままちょっと、あと上下水道局しかございませんので続

行したいと思います。 

 ここで執行部入替えのため、暫時休憩いたします。 

午後０時０５分 休憩 

────────────────────────────────────── 

午後０時０７分 開議 

○曽我委員長  では、休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続きまして、産業建設委員会所管のうち、上下水道局の事項について、執行部の補足説

明を求めます。 

○野村上下水道局次長  上下水道局でございます。議案第１号令和３年度防府市一般会計

補正予算（第７号）のうち、上下水道局所管分につきまして補足説明をさせていただきま

す。 
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 今回の補正は、歳入歳出とも決算見込みにより補正するものでございます。 

 補正予算書６４ページ、６５ページをお願いいたします。 

 ６５ページの上から２つ目の１目保健衛生総務費の２３節投資及び出資金でございます

が、水道事業会計出資金の２，３１６万９，０００を減額するものでございます。 

 その下の２７節繰出金でございますが、水道事業会計繰出金につきまして５４万６，

０００円を減額するものでございます。 

 次に、８２ページ、８３ページをお願いいたします。 

 中ほどの３目公共下水道費、２７節繰出金でございますが、公共下水道事業会計繰出金

につきまして、雨水処理費等の増はあるものの分流式下水道等に要する経費の減などによ

り８１万６，０００円を減額するものでございます。 

 最後に繰越明許費について御説明いたします。 

 １０８ページ、１０９ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費の上水道安全対策事業につきまして、

関連工事との調整に日数を要したことから、財源となります上水道安全対策事業出資金の

うち７３９万円の翌年度繰越をお願いするものでございます。 

 以上で、上下水道局所管分の補足説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○曽我委員長  ただいまの補足説明に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  ないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

上下水道局の皆様、お疲れさまでした。 

 ここで執行部退席のため、暫時休憩いたします。 

午後０時０９分 休憩 

────────────────────────────────────── 

午後０時０９分 開議 

○曽我委員長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 これより議員間討議を行います。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  ないようですので、以上で議員間討議を終結いたします。 

 ここで執行部入場のため、暫時休憩いたします。 

午後０時１１分 休憩 

────────────────────────────────────── 
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午前０時１５分 開議 

○曽我委員長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 これより討論を求めます。すみません、熊野総務部長。 

○熊野総務部長  すみません、先ほどの健康福祉部との議論の中で、保育士・幼稚園教諭

等処遇改善臨時特例事業、概要のほうの６ページにございますが、健康福祉部と田中委員、

清水委員の議論の中で、執行部側の話を訂正したいのでちょっと時間をください。 

 この事業でございますが、公立保育所と民間保育所の給与、賃金の格差という話も出て

おりましたが、その話につきましては、私どもも人事サイドということで、組合交渉等も

して妥結しているところでございますが、国のほうの指針では、公的部門における保育士

等の特に会計年度職員の処遇なんですが、職務の内容、責任、職務遂行上必要とする知識、

技術及び職務経験や民間の給与水準等を考慮して、民間の給与水準になるよう見直しを行

ってくれということで国から通知が来ております。 

 そこで私ども人事サイドも民間の保育所、それと公立保育所、正職、非常勤職員、その

給与、月当たりの給与等、データをもって比較しております。それで公立保育所のほうが

やはり高いという結果が出ております。 

 それとここに書いておりますように３％程度という賃金改善が言われていますが、おお

むねその程度の差はございますので、今回、公立のほうの非常勤等の職員の給与改善はし

ておりません。 

 以上でございます。 

○曽我委員長  田中委員、何かございますか。 

○田中（健）委員  今それなりの説明いただいたと思うんですが、ちょっと私としてもよ

く分からないところもありますので、そういった国の通知文書だとか、そういうものを後

日でいいですから頂きたいと思います。それだけ要望しておきます。 

○熊野総務部長  分かりました。写しをお渡しします。 

○曽我委員長  これより討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  討論を終結して、お諮りいたします。本案については、原案のとおり承認

することに御異議ございませんでしょうか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○曽我委員長  御異議ないものと認めます。よって、議案第１号については、全員一致で

原案のとおり承認をされました。 

  これをもって予算委員会を閉会いたします。大変お疲れさまでした。 
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午後０時１８分 閉会 

────────────────────────────────────── 

防府市議会委員会条例第３０条第１項の規定により署名する。 
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